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研究成果の概要 

【三宅グループ】 

1 軸センサを用いた微小筋音の計測と分析において、各病院等組織と連携を強化し、若年健常

者に加え、高齢健常者や患者の新規データ収集を更に進めた。また、筋音計測アルゴリズムの基

礎検討の結果を踏まえて、微小筋音情報に基づく PD 重症度分類システムを構築した。結果、

STEP1（中間まで）の達成目標である分類精度 90%以上を達成した。加えて、脳波や筋電との同時

計測により微小筋音発生機序の解明を進めた。新たな筋音計測方法として、ワイドレンジ・ワイドバ

ンド筋音計測装置を用いた、運動共存状態での微小筋音の振動計測方法の基礎検討も継続した。 

 

【伊藤グループ】 

2 個錘に対応したワイドレンジデバイス用モジュールの検討を実施し、最大検出加速度 0.1G の

低 G デバイスと最大検出加速度 G の高 5.0G デバイスの検出を可能としたモジュールを実現し、

低 G デバイスではこれまでの 1 軸デバイスのノイズフロアが得られることを確認した。デバイスの高

信頼化の観点から、錘構造の穴サイズがデバイス特性に与える影響を検討した。その結果、穴サ

イが大きくなるとブラウニアン特性に影響を与える減衰係数が小さくなることを定性的、定量的に明

確にし、デバイス設計に向けて重要な知見を得た。 

 

【曽根グループ】 

伊藤 G と共同で設計・試作した微小金試験片を用いて様々な TEG 群を作成し、錘とばねの構

造安定化に向けた試験を実施した。具体的には、①長期信頼性・ヤング率や熱的安定性を測定し、

ばねの幾何構造が諸物性に与える影響を包括的に議論した。②構造的・熱的安定性を計測し、錘

の形状と反り変形挙動を明らかにした。③ドリフト現象の調査として TDS 解析を実施し、プロセス由

来の主要不純物の水と水素を特定した。以上より、200℃以下の熱処理により熱的変形の抑制と同

時に、ドリフトの主原因である水成分を除去可能であることを見出した。 
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